
国境サイクリング

トイレ洋式化

３月

達 成 時 期 令和２年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

項 目 観光客の受入態勢の整備

内 容

　「国境サイクリングＩＮ対馬」を開催し、国内外のサイクリストの方々
に、対馬の豊かな自然や独自の風土を体感していただくことで、新たな観
光資源の発掘と人口交流の拡大を図ります。
　また、観光客の利便性向上を図るため、観光施設等のトイレの洋式化を
実施します。

指 標
（数値目標）

◆国境サイクリングＩＮ対馬　参加者１２０名

◆観光施設のトイレの洋式化　５箇所

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 なりわいづくり

最優先課題 観光客の誘致による活性化

［ 観 光 交 流 商 工 部 ］ 組織目標

課　名 観 光 商 工 課

全体 12
個別 03-01

令和元年度

開催日
10/19
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物産展

特産品ＰＲ

対馬産品取扱店舗開拓

海山交流事業

３月

達 成 時 期 令和２年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

項 目 地場産品の更なる消費拡大への取組み

内 容

　観光物産展等の開催やイベントへの出展、福岡事務所や対馬観光物産協
会と連携し、対馬の認知度向上、特産品の販路拡大及び対馬産品取扱店舗
拡大に取り組みます。
　情報発信の拠点として「よりあい処つしま」を活用し、対馬特産品のＰ
Ｒ、集客・誘客、販路拡大を図ります。
　「海山交流」を行っている地域と、物産・人・情報交流事業に取り組み
ます。

指 標
（数値目標）

・物産展売上額　１１，０００千円
・対馬食材を使用したフェアを開催　５会場

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 なりわいづくり

最優先課題 対馬産品に高付加価値をつける

［ 観 光 交 流 商 工 部 ］ 組織目標

課　名 観 光 商 工 課

全体 13
個別 03-02

令和元年度
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経済振興協議

誘致企業のフォロー
アップ

キャッシュレス推進事
業補助金

課題解決型企業誘致推
進策の検討・策定

３月

達 成 時 期 令和２年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

項 目 新規参入事業者の誘致と既存事業者への支援による商工業の活性化

内 容

国内の景気動向は緩やかな上昇傾向から悪化に転じ、１０月からは消費
税の増税、さらに対馬において前例がないような人手不足に陥っていま
す。国の対抗措置同様、対馬市もキャッシュレス決済の推進による消費拡
大や生産性向上による増益策を図り、市内産業の振興を図ります。

誘致企業のホテルオープンに向けての雇用・運営についてのフォロー
アップを行い雇用の安定化と関連産業の振興を図ります。また雇用創出型
の企業誘致では市内の人手不足を加速・流動化を超えた不安定化が進むた
め、対馬市の課題解決を図る事業者が、人員を含めた事業所の誘致が進む
よう検討します。

指 標
（数値目標）

・キャッシュレス推進事業補助金　採択件数　５件
・対馬市商工会との市内経済振興協議　年１０回
・課題解決型企業誘致の推進策策定　１件

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 なりわいづくり

最優先課題 対馬産品に高付加価値をつける

［ 観 光 交 流 商 工 部 ］ 組織目標

課　名 観 光 商 工 課

全体 14
個別 03-03

令和元年度
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交流イベント
行列
再現

アート
ファンタ
ジア

日本遺産 看板設置

島内ＰＲ事業

キャラクターグッズ、案内板、トラックラッピング・マンガ作成

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

達 成 時 期 令和２年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

資料館建設設計事務
設計 実施

朝鮮通信使によるまち
づくり事業

内 容

指 標
（数値目標）

課　名 文 化 交 流 ・ 自 然 共 生 課

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 なりわいづくり

最優先課題 観光客の誘致による活性化

①対馬厳原港まつりにおける朝鮮通信使行列の再現、対馬アートファンタ
　ジアの開催支援を行い交流人口の拡大を行います。
②日本遺産史跡解説のための看板を設置します。
③旅行社（者）へのマナー向上、ルール遵守を徹底させ、市民の理解の促
　進を図ります。
④朝鮮通信使を活用したまちづくり事業（施設整備等）を実施します。

・朝鮮通信使行列再現への参加者数　３００人
・日本遺産ＰＲ用看板等設置　４ヵ所
・添乗員、ガイド研修実施　　２５人
・朝鮮通信使によるまちづくり事業
　（通信使キャラクターグッズ作成、案内板設置、歴史マンガ、島内ＰＲ
　事業、トラックラッピング）
・朝鮮通信使行列に係る資料館建設事業の着手

［ 観 光 交 流 商 工 部 ］ 組織目標

項 目 国際交流イベントや朝鮮通信使行列の世界記憶遺産登録を活用した交流人口の拡大

全体 15
個別 03-04

令和元年度
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ツシマウラボシシジミ
保全区域設置

全国動物園での普及啓
発活動

市民参加型ツマアカス
ズメバチ捕獲罠設置

ツマアカスズメバチ化
学的防除手法の試行

達 成 時 期 令和２年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

内 容

指 標
（数値目標）

課　名 文 化 交 流 ・ 自 然 共 生 課

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ふるさとづくり

最優先課題 自然の保全と持続可能な利用

　ツシマヤマネコ等希少種の保護・啓発活動を実施します。また、特定外
来生物の市民参加型防除活動、調査を行います。

・ワイヤーメッシュによるツシマウラボシシジミ保全区域　　　１ヵ所
・全国の動物園等における対馬の自然普及啓発事業　　　　　　２ヵ所
・市民参加型ツマアカスズメバチ捕獲罠設置　　　　　 　　2,000ヵ所
・ツマアカスズメバチ化学的防除手法の試行　　　　　　　　　５地区

［ 観 光 交 流 商 工 部 ］ 組織目標

項 目 ツシマヤマネコ・生物多様性保全活動の推進

全体 16
個別 03-05

令和元年度
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1 対馬博物館（仮称）施設の整備推進を行います。

2 対馬博物館（仮称）の開館を見据え、博物館や対馬の文化財の魅力を
市内外に発信します。

3 博物館開館準備のため、博物館に収蔵する資料の選定と整理を実施し
ます。

【達成年度】
令和２年度

1 対馬博物館（仮称）の完成（竣工）

1 ① 既存施設の解体
② 交流棟ゾーン建設工事の実施
③ 博物館施設駐車場の整備

2 ① 対馬市ホームページやＳＮＳを利用した情報の発信
② 博物館に関するシンポジウム及び講演会の開催　　各１回／年

3 ① 博物館収蔵資料の選定及び整理
② 博物館資料収蔵計画の策定

２月 ３月

既存施設の解体及び交
流棟ゾーン建設工事の
実施

施設駐車場の整備

シンポジウム及び講演
会の開催

12月 １月８月 ９月 10月 11月７月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月

博物館資料収蔵計画の
策定

博物館収蔵資料の選定
及び整理

項 目 対馬固有の遺跡や文化財の保存・活用

内 容

指 標
（数値目標）

達 成 時 期 令和２年１１月

【今年度】

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ふるさとづくり

最優先課題 歴史・文化を未来に残す

［ 観 光 交 流 商 工 部 ］ 組織目標

課　名 博 物 館 建 設 推 進 課

全体 17
個別 03-06

令和元年度
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